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1．主な用語の定義

道路施設現況調査において使用する主な用語の定義は、次に定めるところによる。

1-1．道　　　路

道路とは、道路法による道路をいう。

1-2．橋　　　梁

橋梁とは、河川、湖沼、海峡、運河などの水面を越えるため、あるいは水のない谷、凹地または、建築物や他の交通路等を越えるために桁下に空間を残し、架設される道路構造物で橋長２ｍ以上のものをいう。また溝橋(カルバート)は橋梁として取扱うが、暗渠との区別が困難なものについては土被りが１ｍ未満のものを溝橋（カルバート）とする。「立体横断施設」として別途調査する横断歩道橋は本調査の橋梁として取扱わないものとする。

なお、橋梁を「橋梁現況調査」における取扱上、次の３種類に区分する。１橋（箇所）の範囲は橋台から橋台までとする。ただし、高架橋で２市区町村以上にまたがって存する場合は、１市区町村ごとに１橋（箇所）とする。
1)　橋

河川、湖沼、海峡、運河、谷などの水面（出水時に水面となる場合を含む。）を越えることを主たる目的とした橋梁をいう。

2)　高　架　橋

1)の橋および桟道橋以外の橋梁をいい、跨道橋、跨線橋を含む。

3)　桟　道　橋

斜面の中腹に棚状の橋梁構造形式で設けられた道路で橋梁部分が横断面的に車道までおよんで

いるものをいう。

1-3．ト　ン　ネ　ル

トンネルとは、山腹、台地、地下、水底等、自然の障害物を通過するために設けられたもので、人および車の通行の用に供しうる内空断面を有する道路構造物をいう。

なお立体横断施設として調査する地下横断歩道、ボックスカルバート、ロックシェッド、スノーシェッドおよびルーバ型坑門、突出型坑門等はトンネルに含めない。

1-4．立体横断施設

立体横断施設とは、歩行者および自転車利用者等の道路または鉄道(新設軌道を含む。以下同じ。)

横断の安全を確保するため当該道路の車道部と立体に分離された、横断歩道（自歩道）橋、地下横断歩道（自歩道）をいう。

1-5．踏　切　道
踏切道とは、道路と鉄道とが平面で交差している部分をいう。

なお、鉄道とは、鉄道事業法による鉄道（特殊鉄道を除く普通鉄道、専用鉄道に限る。）および軌道法による新設軌道をいう。

1)　専用鉄道

公共団体または私人が、自己あるいは他人の専用に供する目的で国土交通大臣の免許を受けて敷設し、一般の鉄道または軌道ないし専用鉄道と直通または連絡しているものをいう。

（国土交通省道路施設現況調査要綱より）

2．道路幅員の測定
2-1．測定する市道
1)　新規に認定された道路。（新規認定路線）
2)　認定道路の内工事完成に伴い、供用開始された道路。

3)　路線変更の内新しく市道となった区間。

4)　区域変更、供用開始の告示のあった道路。

5)　補正調書により道路改良のあった道路。

但し、現道幅に変化のないオーバーレイ（舗装改良）は幅員の測定を不要とする。

　6）廃止路線（廃止路線に伴い影響があった路線を対象）
2-2．道路幅員の測定
1） 道路幅員は、起終点及び交差点と構造変化・路面区分・道路幅員等の変化箇所の両端部で測定することを原則とする。

2） 道路中心線に直交する横断面を測定するのを原則とする。
注）道路中心線（道路センター）は必ずしも道路幅員の中点を結んだ線とは限らない。

3） 道路部（車道＋路肩）と道路敷地
4） 車道幅員が明確でない場合は、原則として、全幅員から路肩として片側0.5m、計1.0mを差し引いたものを車道幅員とする。
5） 橋梁・トンネルでの車道幅員が明確でない場合は、片側25cm、計50cmを差し引いたものを車道幅員とする。
6） 道路・歩道・分離帯・橋梁・踏切・トンネルの測定（延長・幅員）は10cm単位とする。

7） 側溝幅員（規格U型・現場打ちU型側溝・L型側溝）は外径をcm単位で測定する。
8） 道路台帳図に記入する幅員は原則として車道幅員又は、道路部幅員あるいは、その両方を併記する。但し、歩道及び分離帯が併設されている場合は個々に測定記入する。
9） 側溝幅員は道路幅員測定箇所に記入することを原則とする。但し､道路幅員の変化箇所の区間が短い場合で側溝幅員に変化がない場合は適且省略表示する。
10）道路台帳図データ作成においての区間設定は原則、以下の区間設定条件に基づくものとする。
　　<区間設定条件>
①行政界及びブロック界
②道路部の幅員が50cm以上変化する場合の変化点
③道路幅員等に変化がない場合であっても100m以内に１箇所以上

④道路構造変化点（橋梁・踏切・トンネル・立体交差等）
⑤側溝有蓋、無蓋の区分変化箇所（有蓋側溝は蓋が20m以上連続しているもの）

⑥重用区間（始終点）
⑦曲率半径の変化箇所（30m以上のものを除く）
⑧縦断勾配の変化箇所（8％未満のものを除く）

⑨路面種類変化箇所（車道部、歩道部各々変化対象）
⑩歩道の有無及び変化箇所

⑪供用・未供用区間（始終点）
⑫自動車交通不能区間

　　　　　　　　　　　（道路法施行規則第四条の二道路台帳及び各市町特記仕様書より）
　横断面の構成

　　　　　　　　　　　　　　　　　一般的市道例
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　市道２車線の場合
　　[image: image1.emf]
市道４車線の場合
[image: image2.emf]
（国土交通省道路施設現況調査要綱より）
3．道路幅員の測定例
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　　　　8）－１．　第3回道路情報利活用研究会での決定項目
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　　　　　（注）幅員は現地測定とし、法面肩及び擁壁肩までを道路部として測定する。
　　　　　　　　路肩を0.5m（片側）とする。

　　　　　（注）防護柵がある場合、防護柵から法面肩及び擁壁肩の幅員を加えた幅を路肩とする。　　路肩はA＋Bとする。　　A=0.5m
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4．側溝の測定
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5．舗装区分
路面の舗装区分は、市道について以下の区分で調査して路面種別記号を表示する。路面の一部で舗装種別が異なる場合は主たる舗装種別を表示する。但し､高級アスファルトについては市町（道路管理者）から指示された路線についてのみ高級アスファルトとして表示する。

　（イ）高級アスファルト
　（ロ）簡易アスファルト　　　国土交通省道路施設現況調査要項に基づく　必須
　（ハ）コンクリート
　（二）砂利

　（ホ）軽舗装、防塵舗装

　（へ）石系、木系
　（ト）カラーコンクリート　　　　　　　　市町オプション
　（チ）コンクリート平板(ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｷﾞ等)　

　（リ）その他

　※路面種別記号は、各市町既成図表示記号等を考慮する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
6． 橋梁の調査

道路台帳では橋長２ｍ以上を橋とする。また、橋長15.0ｍ以上（実長14.5ｍ以上）の橋梁は重要橋梁とする。

BOXカルバートは土被りが1m未満のものでかつ、橋長（内径）が2m以上のものを橋梁とする。

6-1．調査項目
1)　橋梁名　　　　　案）無名橋については地名をとって名称をつける。

2)　延長及幅員

3)　架設年次

4)　架橋対象（河川名・鉄道名・道路名）

5)　路面種別
6)　構造形式、橋台形式、橋脚形式
　①コンクリート材（RC）による床版橋又は桁橋

　②コンクリート材（RC）によるラーメン構造橋

　③プレストレスコンクリート材（PC）による床版橋又は桁橋

　④プレストレスコンクリート材（PC）によるラーメン橋

　⑤石材による床版橋又は桁橋

　⑥木材による床版橋

　⑦鋼材による桁橋（I・H・合成桁）
7)　橋格、適用示方書、耐荷荷重（延長14.5ｍ以上）

8)　箇所（所在地）
9）図面への旗揚げ

6-2．橋長及び支間長等

橋長は車道の中心線における、橋台間のパラペット前面までの距離とする。

　　延長・幅員・橋梁種別の道路台帳図への記入は旗上げ表示とする。

　　但し、行政界に架かる橋梁については、隣接自治体間の協議（協定）により管理延長を橋長とすることがある。（道路台帳調書作成基準参照）

 



　

6-3．幅員

橋梁幅員は以下の基準で測定する。但し､１橋梁で幅員が異なる場合は変化箇所で測定して台帳図に表示する。橋梁台帳としての幅員は最少幅員を用いる｡（加重平均は用いない）

幅員が異なる場合は、別紙調査票に詳細を記入する。




　          

　　
1）道路部幅員とは、地覆前面から地覆前面までの幅員とする。

2）車道部と併設してある歩道は、道路部分と歩道部分を分けて幅員を測定する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（国土交通省道路施設現況調査要綱より）
6-4．延長及び幅員の測定例
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（市町特記仕様書より）
6-5．面積
橋梁面積は延長及び幅員から道路部と歩道部の面積を算出する。変形橋で延長及び幅員から面積が算出できない場合は道路台帳図から測定する。

6-6． 上部工（構造形式）
1)上部工（構造形式）
上部工（構造形式）の構造形式について、次の区分より該当する構造形式の分類で調査する。但し、大分類、小分類の構成で小分類が不明の場合は大分類のみでもよいものとする。

	区      分
	コード
	区      分
	コード

	大 分 類
	小 分 類
	
	大 分 類
	小 分 類
	

	床版橋
	
	10
	ラーメン橋
	
	50

	桁橋
	
	20
	斜張橋
	
	60

	
	I桁
	21
	
	I桁
	61

	
	I桁（合成）
	22
	
	箱桁
	62

	
	H桁
	23
	
	トラス
	63

	
	H桁（合成）
	24
	吊橋
	
	70

	
	箱桁
	25
	
	I桁
	71

	
	箱桁（合成）
	26
	
	箱桁
	72

	
	T桁
	27
	
	トラス
	73

	トラス橋
	
	30
	
	
	

	アーチ橋
	
	40
	
	
	

	
	アーチ
	41
	
	
	

	
	ランガー
	42
	
	
	

	
	ローゼ
	43
	
	
	


  2)上部工（使用材料）

上部工の使用材料（床版を除く。）について、次の区分より調査する。

　　　    床版橋については床版材料と同様の区分を入力する。

	区　　　分
	コード

	鋼橋
	1

	ＲＣ橋
	2

	ＰＣ橋
	3

	石橋
	4

	木橋
	5

	鋼とＲＣ（ＰＣ）橋との混合橋
	6

	その他
	7


6-7． 構造（下部）
下部工の基礎は、最大支間部分を支える下部工の基礎について既存台帳等から調査する。

橋梁に関する資料がなく、不明な場合は「直接基礎」とする。

6-8．架設年次

架設（竣工）年次は既存台帳又は設計図書等により調査する｡橋梁桁又は欄干等に記載されていることもあるので現地でも確認すること。

6-9．その他

橋梁には通行不能又は通行制限が設定されていることがある。規制標識（加重・幅員）の有無を調査する。
7． トンネル現況調査

トンネルにつては、平面形状の現況を以下の基準で調査する。

1)トンネル名

トンネル名称を調査する。

　2) 建設年次

建設（竣工）年次を現地または既存資料により調査する。

　3)延長

延長は、坑門（入口）から坑門（出口）までの延長を測定する。

　　但し、行政界を跨ぐトンネルについては、隣接自治体間の協議（協定）により管理延長をトンネル延長とすることがある。（道路台帳調書作成基準参照）
・延長の測定方法


　4)幅員

幅員は道路部分と歩道部分に区分して測定する。




5)その他

トンネルについては、以下の内容を調査する。

①有効高…有効高とは、車道端からの垂直線が壁面または天井板と交わるまでの高さを

いう。（上のトンネル断面図参考。）

②壁面区分

③路面区分

④内部施設として、換気施設、照明施設、非常用施設、その他設備

⑤現況

8． 踏切現況調査

踏切道とは、道路と鉄道とが平面で交差している部分をいい、踏切の現況を表示し踏切名を注記する｡踏切道が同一箇所で鉄道事業者または鉄道線が異なって存在する場合は、異なるごとに1箇所として、以下の基準に基づき調査する。踏切施設の詳細は別途調査により行う。
道路台帳図への踏切道の延長・幅員・路面区分・踏切整理番号は旗上げ表示する。

1) 踏切道名

踏切道名は現地調査による。不明な場合は既存の台帳に基づき調査する。

2) 鉄道事業者名及び鉄道線名

既存の台帳図等に基づき調査する。

3) 踏切道種別

踏切道種別は以下の基準による。

	区　　　分
	コード

	第一種踏切道
	1

	第二種踏切道
	2

	第三種踏切道
	3

	第四種踏切道
	4


　　　①第一種踏切道とは、踏切警手を配置するか、または
　　　　自働踏切遮断機を設置しているものをいう。

　　　②第二種踏切道とは、一定時間に限り踏切警手を配置
　　　　しているものをいう。
　　　③第三種踏切道とは、踏切警報機を配置しているものをいう。
　　　④第四種踏切道とは、上記①～③以外のものをいう。
4) 延長

踏切道の起点から終点までの延長を入力する。

　　　・踏切道の起点・終点について

①踏切遮断機等、踏切施設がある場合、当該施設の外側0.5mの線間をいう。


　　　②踏切施設がない場合

　　　　　   最外側軌条の内側より2.5m外側の線間をいう。


5) 幅員

踏切道の幅員は踏切施設の最少幅員箇所で道路中心線に直角に測定する。

6) 歩道等施設
歩道施設として、歩車道区分の有無について調査する。
7) 対道路幅員差

道路幅員差とは、踏切道から見て、取付道路（道路部）に対する幅員差を起点側、終点側別に道路台帳図より測定する。



8)交差角度

　　踏切道の中心線と最縁端軌道の中心線の交点（A）と、（A）から外方道路の中心線上30mの地点（B）を線で結び、その線と最縁端軌道の中心線との交差角度を道路台帳図より調査する。

①路線の起終点が袋小路等により30m未満の場合は、路線の起終点からの交差角度とする。

②直角に交差する場合は、「90」とする。

③交差角度が起点側と終点側で異なる場合は、狭い角度とする。

9) 道路勾配

踏切道に向かって上りを＋、下りを－とし、起点側、終点側別にパーセント単位で道路台帳図より調査する。勾配は踏切道端から道路の中心線上30mの地点とする。


10) 路面区分

踏切道内の路面状況について調査する。

11) 見通し距離

踏切側からの列車の見通し距離を、起点側終点側別、左右別に50m単位で道路台帳図より調査する。見通し距離とは、踏切道における最縁端軌道の中心線と、道路の中心線との交点から軌道の外方道路の中心線上5mの地点における1.2mの高さにおいて見通すことができる軌道の中心線上当該交点からの長さをいう。



12) 道路交差点距離

踏切道の起終点から50m以内にある道路交差点（立体交差を除く。）を対象とし、起点側、終点側別に踏切道の起点（終点）から道路交差点の中心点までの距離を道路台帳図より調査する。なお、踏切道の起終点から50m以内に対象道路交差点がない場合はなしとする。

13)遮断時間

調査期日（4月1日、ただし休日にあたる場合は4月1日以降の最も早い平日。）における列車の通行により、道路交通が遮断される時間を入力する。遮断時間は1日に生ずる時間とし、分単位で入力する。

遮断時間は測定値を原則とするが、実測が困難な場合には、次式により算出する。

　　　　　（算出式）　　1日の列車通行回数 × 1分 ＝ 遮断時間
（国土交通省道路施設現況調査要綱より）

9． 市道の起終点

市道路線名・路線名称・起終点記号は認定路線網図に基づき道路台帳図に記入する。起終点位置は国道及び県道については国道及び県道道路台帳の道路区域線を考慮して記入する。市道と市道との交差箇所の起終点位置は以下の基準に準じるものとする。但し、不明確な部分については、担当官の指示を受けるものとする。

　　　イ）上位道とは国道、県道、幹線的な市道とする。

　　　ロ）国道及び県道においては、隅切り部分は上位路線とする。

　　　ハ）市道間の交差は道路延長が長くなるように起終点位置を設定する。但し､歩道がある市道においては歩道が交差路線に影響しないよう考慮する。

１）国道及び県道との起点及終点の決め方
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2)市道と市道の起点及終点の決め方



10．道路台帳図式規程
　1)道路台帳図現況平面図データは、地図情報レベル○○の製品仕様書に従い作成する。

　2）台帳要素

　　道路台帳要素の記載要素は、以下とする。

　　①方位　　　　　　　　　　　　□有り　　　　　□なし

　　②路線番号　　　　　　　　　　□有り　　　　　□なし
　　③路線名称　　　　　　　　　　□有り　　　　　□なし
　　④起終点記号　　　　　　　　　□有り　　　　　□なし
　　⑤区間設定箇所及び幅員　　　　□有り　□車道・□道路部・□車道、道路部併記　□なし

　　⑥区間番号　　　　　　　　　　□有り　　　　　□なし
　　⑦防護柵種別記号　　　　　　　□有り　　　　　□なし
　　⑧路面種別（区分記号）　　　　□有り　　　　　□なし
　　⑨路面変化区分線　　　　　　　□有り　　　　　□なし
　　⑩側溝種別及びサイズ　　　　　□有り　　　　　□なし
　　⑪接続路線番号又は名称　　　　□有り　　　　　□なし
　　⑫橋梁旗揚げ　　　　　　　　　□有り　　　　　□なし
　　⑬踏切旗揚げ　　　　　　　　　□有り　　　　　□なし
　　⑭トンネル旗揚げ　　　　　　　□有り　　　　　□なし
　　⑮曲率半径箇所及び数値　　　　□有り　　　　　□なし
　　⑯縦断勾配箇所及び数値　　　　□有り　　　　　□なし
　　⑰自動車交通不能区間表示　　　□有り　　　　　□なし
　　⑱標準断面図　　　　　　　　　□有り　　　　　□なし
　　⑲その他　　　　　　　　　　　□有り　　　　　□なし

　※表示方法については市町（道路管理者）と協議して定めるものとする。
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（台帳図には旗上げ表示する）











・径間数は1橋を構成している径間数とする


・最大支間長は1橋の中で最大の支間長を測定する。
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